
特定有害物質管理基準（栃木県生活環境の保全等に関する条例施行規則第１７条関係） 

 
１ 特定有害物質使用施設及びその周辺の床は、コンクリート構造等十分な強度を有する

ものであって、その表面は、不浸透性及び耐薬品性を有する材質で被覆が施されている

こと。 
 
２ 特定有害物質使用施設からの薬液、汚水等が地下に浸透し、又は屋外に飛散し、若し

くは流出しないよう不浸透性及び耐薬品性を有する防液堤、受槽等を設けることとし、

その防液堤、受槽等の容量は、薬液槽等の容量を十分に確保することができるものとす

ること。 
 
３ 特定有害物質使用施設並びに特定有害物質使用施設に係る薬液貯槽、配管及び排水処

理施設（以下この表において「施設等」という。）は、床面から離して設置する等容易に

点検することができる構造とすること。ただし、これにより難い場合にあっては、漏洩

等の有無について確認することができる措置を講ずること。 
 
４ 特定有害物質使用施設に係る配管は、耐薬品性の材質とし、汚水の系統ごとに区分し、

かつ識別することができるものとすること。 
 
５ 施設等については、薬液の漏洩の有無、薬品の使用量、排水処理及び排出水の状況そ

の他必要と認められる項目を１日に１回以上点検し、その結果を記録しておくこと。 
 
６ 特定有害物質を含む原料、廃液等の保管に当たっては、地下に浸透し、又は周辺に飛

散し、若しくは流出しないよう対策を講じ、適切な管理を行うこと。 


